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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
ち
ゃ
ん
の
ジ
レ
ン
マ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
１
３
６
５
Ｚ

【
作
者
名
】

　
伊
吹
　
由

【
あ
ら
す
じ
】

　
聖
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
学
園
・
・
・
通
称
・
テ
ツ
学
。
最
近
男
女
共
学
に
な
っ

た
こ
の
学
園
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
生
徒
が
哲
学
を
中
心
に
勉
学
に
励
ん
で
い
る
。

主
人
公
の
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
ち
ゃ
ん
は
、
恋
す
る
乙
女
。
勇
気
を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
、

憧
れ
の
男
子
生
徒
に
ラ
ブ
レ
タ
ー
を
届
け
よ
う
と
す
る
が
・
・
・
不
可
思
議
な

ミ
ス
テ
リ
ー
に
遭
遇
す
る
。
同
じ
倶
楽
部
の
デ
カ
ル
ト
ち
ゃ
ん
や
ラ
ッ
セ
ル
ち

ゃ
ん
と
共
に
、
そ
の
ミ
ス
テ
リ
ー
に
挑
む
の
だ
が
・
・
・
事
態
は
思
い
が
け
な

い
方
向
へ
と
進
ん
で
い
く
。
数
学
、
物
理
、
化
学
・
・
・
全
て
の
学
問
は
哲
学

に
通
ず
。
実
際
の
哲
学
論
理
的
思
考
あ
り
、
哲
学
バ
ト
ル
あ
り
、
推
理
小
説
の
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よ
う
な
謎
や
ど
ん
で
ん
返
し
あ
り
・
・
・
真
実
を
証
明
す
る
に
は
？
神
は
存
在

す
る
？
因
果
律
と
は
？
あ
ら
ゆ
る
哲
学
的
要
素
を
盛
り
込
み
、
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
達

は
困
難
に
立
ち
向
か
う
。
そ
し
て
彼
女
た
ち
が
行
き
つ
い
た
先
に
見
た
も
の
は
・

・
・
？
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第
１
話
　
　
始
ま
り
は
ラ
ブ
レ
タ
ー
（
前
書
き
）

【
哲
学
的
な
彼
女
】
と
い
う
企
画
に
投
稿
を
考
え
て
い
る
作
品
で
す
。
こ
の
企

画
の
要
点
は
２
つ
だ
と
個
人
解
釈
。
１
つ
は
「
哲
学
に
萌
え
を
」
（
こ
れ
、
企

画
側
的
に
は
大
事
な
点
ら
し
い
）
。
そ
し
て
も
う
１
つ
は
哲
学
を
知
ら
な
い
人

が
、
「
ふ
～
ん
、
哲
学
っ
て
こ
ん
な
も
の
な
ん
だ
」
と
、
入
り
口
的
な
物
が
見

え
る
点
。
個
人
的
に
は
古
代
や
近
代
あ
た
り
が
好
き
で
す
が
、
時
空
を
超
え
て

あ
ら
ゆ
る
世
代
の
哲
学
者
を
登
場
さ
せ
、
謎
解
き
あ
り
、
哲
学
的
論
理
解
釈
あ

り
、
バ
ト
ル
あ
り
と
い
う
形
で
書
い
て
い
き
ま
す
。
最
後
の
最
後
に
は
、
多
く

の
科
学
者
が
議
論
し
て
い
る
１
つ
の
テ
ー
マ
を
元
に
・
・
・
推
理
的
ト
リ
ッ
ク

を
用
意
し
て
ま
す
の
で
、
推
理
小
説
が
好
き
な
方
は
謎
解
き
に
挑
戦
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
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第
１
話
　
　
始
ま
り
は
ラ
ブ
レ
タ
ー

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
 

　
　
～
　
第
１
話
　
始
ま
り
は
ラ
ブ
レ
タ
ー
　
～
 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
 

３
月
１
４
日
。

「
哲
学
者
と
し
て
、
も
っ
と
成
長
し
た
い
か
ら
・
・
・
 

　
簡
単
に
は
、
先
へ
行
か
せ
な
い
で
・
・
・
」
 

ピ
ピ
ピ
ピ
ピ
ピ
ピ
・
・
・
 

「
は
！
？
」

一
気
に
目
が
覚
め
た
。
鳴
り
響
く
目
覚
ま
し
時
計
を
見
る
と
・
・
・
午
前
６
時
。

 「
・
・
・
　
・
・
・
」
 

な
ん
か
や
け
に
・
・
・
リ
ア
ル
な
夢
を
見
て
い
た
よ
う
な
・
・
・
？
 

「
・
・
・
　
・
・
・
」
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目
覚
ま
し
を
止
め
、
夢
の
内
容
を
思
い
出
そ
う
と
す
る
が
・
・
・
思
い
出
せ
な

い
。
 

「
そ
う
だ
！
」
 

こ
の
日
は
、
私
・
・
・
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
に
と
っ
て
、
大
切
な
日
。
 

・
・
・
　
・
・
・
。
 

い
つ
も
よ
り
か
な
り
早
く
起
き
た
私
は
、
午
前
７
時
前
の
誰
も
い
な
い
学
園
に

登
校
し
た
。
 

そ
し
て
今
・
・
・
 

あ
る
靴
箱
の
前
に
立
っ
て
い
る
。
 

「
き
ょ
、
今
日
こ
そ
・
・
・
　
こ
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
を
・
・
・
 

　
ル
ブ
ラ
ン
君
に
・
・
・
」
 

そ
う
。
私
は
今
日
、
あ
こ
が
れ
の
男
子
生
徒
に
ラ
ブ
レ
タ
ー
を
届
け
る
。
そ
の

た
め
、
ほ
ぼ
徹
夜
で
ラ
ブ
レ
タ
ー
を
書
い
た
。
１
時
間
し
か
寝
て
な
い
が
、
眠

気
は
な
い
。

「
・
・
・
　
・
・
・
」

直
接
渡
す
勇
気
な
ん
て
な
い
私
は
、
定
番
中
の
定
番
【
靴
箱
に
ラ
ブ
レ
タ
ー
作

戦
】
を
決
行
す
る
と
い
う
わ
け
だ
。
 

「
・
・
・
　
・
・
・
」
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学
校
の
靴
箱
は
、
み
な
扉
が
つ
い
て
い
る
。
だ
か
ら
ラ
ブ
レ
タ
ー
を
入
れ
て
、

扉
を
閉
め
ち
ゃ
え
ば
・
・
・
誰
か
に
そ
れ
を
見
ら
れ
る
心
配
は
な
い
。
 

「
・
・
・
　
・
・
・
」
 

右
手
で
ギ
ュ
ッ
と
ラ
ブ
レ
タ
ー
を
握
り
し
め
る
・
・
・
自
分
で
ど
ん
な
内
容
を

書
い
た
か
、
今
は
覚
え
て
な
い
。
見
返
す
と
、
届
け
る
勇
気
が
削
が
れ
ち
ゃ
い

そ

そ
う
で
・
・
・
 

「
こ
う
い
う
の
は
・
・
・
勢
い
が
大
事
よ
ね
。
 

　
見
直
し
な
ん
か
せ
ず
、
私
が
思
っ
た
あ
り
の
ま
ま
の
・
・
・
 

　
愛
の
言
葉
で
・
・
・
」
 

ラ
ブ
レ
タ
ー
を
握
り
し
め
た
ま
ま
、
し
ば
ら
く
靴
箱
の
前
で
た
た
ず
む
私
。
こ

の
土
壇
場
に
来
て
・
・
・
 

ト
ク
ン
　
ト
ク
ン
　
・
・
・
 

心
臓
が
高
鳴
り
、
行
動
を
起
こ
せ
な
い
。
 

「
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
・
・
・
　
誰
か
来
ち
ゃ
う
・
・
・
」
 

髪
に
つ
け
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
三
角
定
木
を
、
左
手
で
握
り
し
め
た
。
１
：
２
：

√
３
の
方
。
 

「
・
・
・
　
・
・
・
」
 

３
０
度
を
握
る
と
・
・
・
少
し
落
ち
着
き
を
取
り
戻
す
。
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「
よ
し
！
」
 

勇
気
を
振
り
絞
っ
た
私
は
靴
箱
の
扉
を
開
け
、
ラ
ブ
レ
タ
ー
を
押
し
込
も
う
と
・

・
・
 

「
！
？
」
 

し
た
そ
の
時
だ
っ
た
。
靴
箱
の
中
に
・
・
・
 

【
ル
ブ
ラ
ン
君
へ
】
 

そ
う
書
か
れ
た
手
紙
が
１
枚
、
入
っ
て
い
る
。
 

「
ラ
、
ラ
ブ
レ
タ
ー
！
？
」
 

ハ
ー
ト
マ
ー
ク
の
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
た
、
ピ
ン
ク
の
封
筒
。
ど
う
見
て
も
ラ
ブ

レ
タ
ー
に
し
か
見
え
な
い
そ
れ
を
見
て
・
・
・

「
だ
、
誰
が
・
・
・
？
」
 

私
は
呆
然
と
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
２
話
へ
続
く
）
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第
１
話
　
　
始
ま
り
は
ラ
ブ
レ
タ
ー
（
後
書
き
）

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

次
回
予
告

謎
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
を
手
に
取
っ
た
私
。
そ
の
内
容
を
盗
み
見
た
・
・
・

そ
し
て
こ
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
を
書
い
た
の
は
・
・
・
？

次
回
　
「
　
第
２
話
　
　
数
学
ガ
ー
ル
？
　
」

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
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第
２
話
　
　
数
学
ガ
ー
ル
？
（
前
書
き
）

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
 

前
回
ま
で
の
あ
ら
す
じ
 

私
、
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
。
こ
の
物
語
の
主
人
公
。

３
月
１
４
日
、
早
朝
。
憧
れ
の
ル
ブ
ラ
ン
君
の
靴
箱
の
中
に
、
ラ
ブ
レ
タ
ー
を

入
れ
よ
う
と
思
っ
た
ら
・
・
・

そ
の
靴
箱
の
中
に
、
何
者
か
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
が
！
？

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

　
　
　
第
２
話
　
　
数
学
ガ
ー
ル
？

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
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第
２
話
　
　
数
学
ガ
ー
ル
？

「
・
・
・
　
・
・
・
」
 

靴
箱
の
中
を
覗
き
込
み
な
が
ら
、
私
は
思
う
。
 

「
あ
り
え
な
い
・
・
・
」
 

私
は
昨
日
・
・
・
最
後
に
学
校
を
出
た
。
警
備
の
人
が
出
入
り
口
の
カ
ギ
を
閉

め
る
直
前
ま
で
、
私
は
目
の
前
の
靴
箱
に
三
角
定
木
を
あ
て
て
い
る
。
 

ル
ブ
ラ
ン
君
が
ラ
ブ
レ
タ
ー
に
気
づ
い
た
時
、
最
も
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
た

め
・
・
・
 

【
靴
箱
と
ラ
ブ
レ
タ
ー
の
サ
イ
ズ
は
、
ど
ん
な
【
比
】
で
あ
る
べ
き
か
？
】
 

こ
の
問
題
を
必
死
で
考
え
て
い
た
。

「
あ
の
時
は
、
上
履
き
し
か
な
か
っ
た
・
・
・
」

こ
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
、
昨
日
は
な
か
っ
た
。
だ
と
し
た
ら
今
日
・
・
・

「
私
よ
り
、
早
く
来
た
人
が
・
・
・
？
」
 

リ
ー
ン
・
・
・
　
ゴ
ー
ン
・
・
・
　
カ
ー
ン
・
・
・
　
ゴ
ー
ン
・
・
・
 

７
時
ち
ょ
う
ど
の
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
り
響
く
。
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ガ
チ
ャ
リ
。
 

「
！
？
」
 

学
生
用
入
り
口
が
開
い
て
、
誰
か
が
が
入
っ
て
き
た
。
 

「
カ
ン
ト
ち
ゃ
ん
・
・
・
」
 

【
近
代
組
】
の
彼
女
は
、
必
ず
同
じ
時
間
の
７
時
ち
ょ
う
ど
に
登
校
し
て
く
る
。

 「
ど
・
・
・
　
・
・
・
」
 

パ
ニ
ク
っ
た
私
。
靴
箱
の
前
で
、
あ
た
ふ
た
と
す
る
。
と
り
あ
え
ず
カ
ン
ト
ち

ゃ
ん
に
見
え
な
い
よ
う
、
身
を
か
が
め
た
。

「
あ
ら
～
　
こ
ん
な
朝
早
く
、
珍
し
い
わ
ね
～
　
・
・
・
　
デ
カ
ち
ゃ
ん
」
 

１
つ
向
こ
う
の
靴
箱
で
、
カ
ン
ト
ち
ゃ
ん
の
声
が
聞
こ
え
る
。

「
ど
、
ど
う
し
よ
・
・
・
」

私
は
思
い
が
け
ず
・
・
・

「
・
・
・
　
・
・
・
」

靴
箱
に
入
っ
て
い
た
、
何
者
か
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
を
わ
し
づ
か
み
に
し
た
。
 

「
・
・
・
　
・
・
・
」
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慌
て
て
靴
箱
を
閉
め
る
と
・
・
・
カ
ン
ト
ち
ゃ
ん
に
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
、
足

早
に
そ
の
場
を
立
ち
去
る
。

「
・
・
・
　
誰
が
・
・
・
？
」
 

主
の
わ
か
ら
ぬ
ラ
ブ
レ
タ
ー
を
握
り
し
め
、
自
分
の
教
室
【
古
代
組
】
へ
と
走

っ
て
行
っ
た
。
 

・
・
・
　
・
・
・
。
 

教
室
に
カ
バ
ン
を
置
い
た
あ
と
、
ト
イ
レ
へ
駆
け
込
む
。
誰
も
い
な
い
個
室
に

入
る
と
・
・
・
 

改
め
て
 

【
ル
ブ
ラ
ン
君
へ
】
 

と
書
か
れ
た
ラ
ブ
レ
タ
ー
を
凝
視
し
た
。
 

「
・
・
・
　
・
・
・
」
 

裏
を
見
る
と
 

【
ｆ
ｒ
ｏ
ｍ
　
Π
】
 

そ
う
書
か
れ
て
い
る
。
【
Π
】
？
　
何
？
　
な
ん
て
読
む
の
？

「
・
・
・
　
・
・
・
」
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封
を
開
け
、
中
身
を
取
り
出
し
た
。
中
に
は
た
っ
た
１
枚
、
真
ん
中
２
つ
折
り

の
便
せ
ん
が
あ
る
だ
け
だ
。
 

「
・
・
・
　
・
・
・
」
 

人
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
を
盗
み
見
る
事
に
抵
抗
は
あ
る
け
れ
ど
・
・
・
 

「
・
・
・
　
・
・
・
」
 

私
は
そ
れ
を
広
げ
、
読
み
始
め
た
。
 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
 

愛
し
の
ル
ブ
ラ
ン
君
へ
 

毎
日
学
園
の
窓
か
ら
、
あ
な
た
を
見
つ
め
て
い
ま
す
。
 

も
っ
と
あ
な
た
の
・
・
・
近
傍
に
入
り
た
い
。
 

き
ん
ぼ
う

私
の
心
は
あ
な
た
に
収
束
中
・
・
・
 

限
り
な
く
近
付
い
て
い
け
ま
す
。
 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
教
え
て
く
れ
た
ら
・
・
・
 

毎
日
メ
ー
ラ
ー
展
開
し
ま
す
♪
 

今
日
の
放
課
後
、
校
庭
裏
の
ポ
ー
ル
公
園
に
い
ま
す
。
 

ト
イ
レ
近
く
の
ベ
ン
チ
ま
で
、
来
て
下
さ
い
。
 

時
間
は
５
時
１
３
分
で
ど
う
で
し
ょ
う
？
 

私
、
１
分
前
に
は
い
て
お
き
ま
す
か
ら
。
 

そ
れ
じ
ゃ
、
放
課
後
・
・
・
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お
会
い
で
き
る
事
を
信
じ
て
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

Ｐ
．
Ｓ
．
 

あ
な
た
に
と
っ
て
、
私
が
十
分
で
あ
る
必
要
は
な
い
け
れ
ど
・
・
・
 

あ
な
た
に
と
っ
て
必
要
に
な
れ
れ
ば
、
私
は
十
分
で
す
。
 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
 

「
・
・
・
　
・
・
・
」
 

そ
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
を
見
て
、
呆
然
と
す
る
。
 

「
な
ん
て
、
セ
ン
ス
の
い
い
・
・
・
」
 

そ
し
て
・
・
・
 

「
こ
れ
な
ら
ル
ブ
ラ
ン
君
を
・
・
・
落
と
せ
る
」
 

心
か
ら
そ
う
思
っ
た
。
と
、
同
時
に
確
信
す
る
。
 

「
手
紙
の
主
は
・
・
・
」
 

数
学
倶
楽
部
の
人
間
だ
・
・
・
間
違
い
な
い
。
 

恋
敵
は
・
・
・

ラ
イ
バ
ル

私
の
所
属
す
る
ク
ラ
ブ
に
い
る
。
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（
第
３
話
へ
続
く
）
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第
２
話
　
　
数
学
ガ
ー
ル
？
（
後
書
き
）

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

次
回
予
告

手
紙
の
主
は
、
私
の
所
属
す
る
数
学
倶
楽
部
に
い
る
。

そ
う
確
信
し
た
私
は
、
授
業
が
終
わ
っ
た
後
・
・
・
部
室
を
探
っ
て
み
た
。

次
回
　
「
　
第
３
話
　
　
数
学
倶
楽
部
　
」

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

ピタゴラスちゃんのジレンマ
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て

http://ncode.syosetu.com/n1365z/

